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2000-2001年見つけ隊調査による 

シラコバトの生息実態 
見つけ隊隊長 橋口長和 

シラコバト（strcptaフelladbcaoctみは埼

玉県の鳥として親しまれているが、県内でも

常に観察できる鳥ではなく、生息場所が偏っ

ている。2006年と 2007年の関東ブロック協

議会で、2008年夏から共同調査を行うことに

なったことは前月号で報告した通りである。 

本特集では、2000年1月から2001年12月

にかけて日本野鳥の会埼玉県支部で、「シラコ

バト見つけ隊」と称する調査斑を結成し調査

した資料を基に、その生息実態をまとめた。 

tデータの収集と処理 

見つけ隊調査は、生息分布域の特定を主目

的として、県支部会員から観察報告を収集す

るとともに、インターネットを活用して―般

からも観察報告を収集した。また、養鶏場な

どを餌場としていることが知られているの

で、畜産業者のリストを作成（県内 408 軒、 

近県 238 軒）、見つけ隊隊員による補完調査

を行った。 

2年間に収集したデータは合わせて 79 名 

+2グループから、2000 年 746 件、2001年 

615件、計1, 361件に上った。 

報告は1件ずつ地図と比較し第3次メッシ

ニ工 a/25, 000 地形図を東西南北各 10 等分し

た約lkll四方の区域）コードを振り、パソコ

ンに入力した。 2年間L361件のデータから

重複した観察地を整理して、498 カ所の観察

地が得られた。さらにその観察地を第3次メ

ッシュコードで整理すると283メッシュにな

り、1/25, 000地形図25枚への分布となった。 

電子データ化した事により、いろいろな角

度での分析が可能になった。埼玉県支部の会

員である大学生（当時）林美希氏は 2003'--04 

年にこれらのデータを利用して本いIIロを行

った。正確に縮尺した電子地図上にメッシュ

コードで集計したデータをプロットした図で

生息域を捉えたり、最新の地図情報データと

比較し、シラコバトの分布が標高50m以下の  

地域に限られているなど、GIS（地図情報シス

テム）を駆使した面白い論文ができあがった。 

（林美希「埼玉県におけるシラコバトの生息域変化

とその要因」2004 年 3月 東京農業大学） 

2．観察地メツシユ図と推定分布 

観察報告があった場所の位置を3次メッシ

ュコードで表し地図上にプロットした生息分

布メッシュ図に基づき、推定分布図を作成し

た。 

① 南は江戸川～綾瀬川間の東京外環自動

車道 

② 西は蓮田市までの綾瀬川が限界線とな

り、蓮田市から鴻巣市の荒川までの線、 

および熊谷市スポーツ文化公園を南北

に荒川から利根川まで走る線を群馬県

千代田町から栃木県佐野市の渡良瀬川

間で伸ばした線 

③ 北の境界は佐野市の渡良瀬川、栃木県小

山市の渡良瀬遊水地北部 

④ 東は茨城県古河市から利根川沿いに千

葉県関宿町に下り、江戸川沿いに東京外

環自動車道までの線 

以上の境界で囲まれた約 1025 平方killが主

な生J自域で、飛び地として、志木市・富士見

市ェリア約22平方km、および川島町・吉見町

を中心とする約 47平方kmがある。 

3．生息環境 

生息の3条件として、埼玉県教育委員会が 

1982年に行った調査報告『天然記念物緊急調

査報告・越ケ谷のシラコバト』によると、 

① 採餌場所となる畑・水田・空地などの開 

けた場所が必要であること 

② 埼となる密な屋敷林等が、採餌場所の近

くにあること 

③ 水場としての河川、用水路があること

が挙げられている。 

本調査でも、農業地および開妾する住宅地 
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に多く生息し、畜産農 2ロロ0一2ロH年シラニ

家の鶏舎・豚舎・牛舎 ．一、、 

が餌場になっているこ

とが裏付けられた。観

察地メッシュ図を河川 ― 
に〒”ー”ームユー，プーレ叱一 ~ 航・図に投影すると、大き ~ 

な河川が生息境界にな ~ー 

っており、河川伝いに ~~ 

生息域を広げていった ~~ 

ことが推測できた。 ~~ 

松伏町の養鶏場にお ~~ 

ける聞き取り調査では、 

「ネズミの食害対策に ー、L 

猫を飼い始めたらシラ 鵬liii正～I'1 
コバトばかり捕まえた。 ロ1時月弱満 1'‘一、 

ムクドリやスズメより 	 L- 

運動性が劣る」との話を聞いた。 

野田市芽吹や関宿町台町では、利根川堤防

沿いに 500m 間隔で養豚や牧牛農家が続いて

いるが、屋敷林がない。運動性に劣るシラコ

バトが身を隠す場がないので、群れはいなし、 

栗橋町＋三橋の養豚場では2棟の豚舎が並

んでいて、1棟には多数のシラコバトがいる

のに、もう1棟には全くいなし、いない方の

豚舎では烏骨鶏（ウコツケイ）が放し飼いにさ

れて、豚が食べ散らかした飼料を食べており、 

シラコバトの割り込む余地がない。 

「劣る運動出が、生I自域が決まる上での

大きな要素になっていることが、様々な事例

から読み取れる。 

4．分布の境界と拡散の予想 

本調査で判明した境界となっている環境を

実地調査した結果、次の3条件が挙げられる。 

①市街地、②広大な森、O'‘る林のない

広大な水田地帯または河川敷 

①の市街地において観察される場合でも、 

近隣の農業地帯から飛翻するもののようで、 

旧浦和市、旧大宮市のような大市街地では観

察の報告がない。越谷市においても「天然記

念物 越ケ谷のシラコバト」の越ケ谷（越谷

市役所近隣）では、市街化のためこの数年観

察報告はない。 

②は、大宮・岩槻台地や野田・柏台地に見  

られる数ha～数lOha の森であり、周辺部の

開けた場所では観察報告はあるが、森の中で

の観察報告は全く無い。 

③は、利根川や荒JIゆ河川敷と堤防外の水

田地帯が幅1~ 2knlにわたり開けた環境に

なっている地帯であり、観察報告も無く、生

息地域との境界になっている。 

以上のことから、シラコバトの分布がもし

拡散すると仮定した場合の方向は、埼玉県は

熊谷市から深谷市、旧妻沼町方向。群馬県は

邑楽郡を西進。栃木県は佐野市、足利市の渡

良瀬川を西進と小山市、大平町の思川を北上

することが考えられる。千葉県、茨城県は減

少方向ではないかと思われる。 

（謝辞：見つけ隊調査にご協力いただいた皆様に

お礼申し上げるとともに、報告が遅れたことをお詫

びします。） 

関東ブロック協議会共同調査は広い地域を

調査するため、割菜のご協力をお願いします。 

調査マニュアル等を整備しており、経験者と

組んで実施することになります。調査は初め

てだがやってみたいという方は、FAX 

（支部事務局）、または email: 

（橋口）にご連絡ください。 

あるいは、2月2日（土）16時から研究部・普

及部合同会議を開催する予定ですので、直接

支部事務所にお越し下さい。 
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2007縁冬力モ科調査 
日本野鳥の会埼玉県支部研究部

本調査が実施された 2007 年1月 6 日から 8 日は冬晴れの目が続いた。2006β007年冬は例年通

りの寒さ、カモ科総数は前年並みであった。県平野部の河川、湖沼の殆どが狩猟可能地域から除

外された結果、カモ科がごく小規模内水面まで生息するようになり分散化が定着した。この傾向

は神奈川県でも見られる。当支部の調査地以外にも 100 羽未満の越冬地が数多くあると考えられ

る。トモェガモは昭和沼 6羽と武蔵丘陵森林公園1羽の計7 羽で昨年同様激減している。 

県内 30 カ所、31名の方々の調査に深謝します。 
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野鳥記録委員会の最新情報 
日本野鳥の会埼玉県支部記録委員会 

ハジロミズナギドリ 

英名 Providence Petrel 

学名 Ptenフd，・mョsolョmカゴ 

分類 ミズナギドリ目ミズナギドリ科シロハ 

ラミズナギドリ属 

、 

川口市神戸東の川口青陵高校生物部顧間の

寿原淑郎先生からのメーノ'-'1こよれば、「台風9 

号が通過した直後の 2007 年9月7日（金）午

後2時頃、グランドで野球部の生徒によって

保護され、衰弱していたので、市内の動助病  

院に運びました。動物病院で回復を待ち、海

で放鳥するということでした」とのこと。 

当委員会で写真に基づき検討した結果、「翼

上面の初列風切基部の羽軸が白く、放射状に

見える」という、カワリシロハラミズナギド

リの特徴が見えない、翼下面白斑の形と大き

さ、足はピンクではなく黒褐色であること、 

などから、ハジロミズナギドリであると、同

定意見が一致しました。 

本種はオーストラリア東部沖のロードハウ

ス島とフイリップ島で繁殖し、夏から秋にか

けて北太平洋北西部の洋上で見られます。日

豪渡り鳥協定の指定種、IUCNレッドリスト絶

滅危倶n類種。日本鳥学会『日本鳥類目録改

訂第6版』では、1982年三陸沖、1983年北海

道南東部、1931年大東諸島の記録があるだけ

ですが、洋上ではそれほど稀ではなく観察さ

れているようです。ただし、内陸への迷行例

は少なく、埼玉県内では初の確認言i録(320種

目）です。 

埼玉県内年間鳥見ランキングにご
参加ください 

普及部長 橋口長和

新年もスタート、埼玉県支部の鳥見ランキ

ングは6回目を迎えます。2007年の鳥見総決

算として、「観察鳥徴ランキン力と「探鳥

会参加数ランキング」に参加しませんカ、 

2007年1月1日から12月31日までの間に

県内で観察した鳥種の数と、探鳥会参加回数

によるランキングです。表彰状や賞品はあり

ません。本誌上で結果を発表するだけですが、 

皆様のご参加をお待ちしております。 

1，県内観察鳥種数ランキング 

・県内での観察であること。県境の河川敷等

では、双眼鏡や望遠鏡で見える範囲を可と

します。 

・観察鳥種は当支部作成『埼玉県内鳥類リス

ト』に記載されているものとし、新種に関

しては、当支部野鳥記録委員会が確認記録 

した時点で加算。 

・鳥種名、観察月日、観察場所の3項目を

記載したリストを送ってください。 

2,探鳥会参加回数ランキング 

・埼玉県支部主催の探鳥会に限ります。リ 

ーダー、参加者とも1回1ポイント（2 

日以上にわたる宿泊探鳥会も1ポイン

ト）とします。 

・探鳥会名、実施月日の2項目を記載し

てリストを送ってください。 

3,参加方法 

・埼玉県支部会員に限ります。 

・リストの形式は自由です。お名前とご住

所、電話番号を記載して、電子メールま

たは下記住所に郵送してください。 

・締切2008年1月 31日（消印有効） 

送り先 

〒‘ 	 橋口 

長和 e-mail: 



春日部市倉常 ◇9月1日、ムナグロ 8羽、 

タシギ1羽、クサシギ1羽、イソシギ 2羽、 

タカブシギ20羽＋、オジロトウネン 2羽、 

アオアシシギ 1羽、ヒバリシギ1羽、コチ

ドリ50羽＋。 9月 2日、ムナグロ10羽、タ

シギ1羽、タカブシギ 9羽、オジロトウネ

ン1羽、ヒバリシギ1羽、コチドリ多数〕 

9月 3 日、ムナグロ33羽、タカブシギ8羽、 

タシギ 2羽、コチドリなど。 9月4 日、ム

ナグロ22羽、タシギ1羽、タカブシギ 7羽、 

オジロトウネン2羽な＆ 9月 9日、セイ

タカシギ 2羽、イソシギ10羽、クサシギ1 

羽な＆ 9月10日、セイタカシギ 2羽、イ

ソシギ13羽、クサシギ4羽、タカブシギ 5 

羽、オジロトウネン。そして、久しぶり~こ

見るアカアシシギ1羽、飛んだときの次列

風切羽縁の白色が目立った。 9月11日、ア

オアシシギ 1羽、コアオアシシギ 3羽、ア

カアシシギ1羽、セイタカシギ1羽、ソリ

ハシシギ ii羽、クサシギ 2羽、タカブシギ 

2羽、トウネン1羽、オジロトウネンI羽、 

イソシギ 8羽、ムナグロ4羽、コチドリな

ど（鈴木紀雄）。 

春日部市立野 ◇9月 2日、クサシギ 2羽、 

イソシギ 2羽、タカブシギ7羽など。 9月 

3日、クサシギ2羽、イソシギ 3羽、タカ

ブシギ 6 羽など（鈴木紀雄）。 

川口市西新井宿 ◇9月 2日、オオタカ81 
羽、近所の鉄塔に止まっていた。9月17日、 

コサメビタキ1羽、ミズキの木の周りを飛

んでいた。キビタキ91羽（須崎聡）。 

桶川市川田谷 ◇9月 3日午前 9時20分、江 

”佐岸の柿畑にてモズの「キキキイー」と

いう高鳴き（今秋初認）を聞いた。上空で

はセッカが「ヒッヒッヒッヒッ」と長い間

懇月回っていた。午前Ion招0分、同所にて

柿畑南側のアシ原には、オオョシキリが「ギ

ョギョシー」と小声で鳴いていた。 9月に

聞いたのは初めて（立岩恒久）。 

さいたま市桜区大久保農耕地 ◇ 9月 7 日、 

台風 9号が通りすぎた正午少し過ぎころ、 

ミズナギドリ類（多分オオミズナギドリ)i 
羽がAs 区上空を1度旋回してから、A区方

向に飛んだ。オオジシギと思われるタシギ

属1羽、次列風切後縁の白がなく、タシギ

より明らかに大きい。田んぼ脇の乾いた所

から飛び立ち、別の乾いた所におりた。 8 
日、 B区でカルガモの群れの中に、コガモ 

5-'6羽。オオタカ若鳥がカモの群れに突

っ込んだが、狩は失敗。 8日と 9 日、 B区

でイワツバメ、ショウドウツバメ、アマツ

バメ多数、次々と上空通過09日、 B区で

ノスリ1羽上空通過（海老原美夫）o ◇9月 

12日、A’区でムナグロ68羽、ジシギ類3羽 

（鈴木紀雄）。 

さいたま市岩槻区野孫 ◇9月10日、稲刈後

の田んぼでケリ 2羽、その後、別の稲刈後

の田んぼにケリ 5羽。その間、10分程の時

間が経過していたので、初めの 2羽が 5羽

の中に入っていたかどうか不明。「キリリキ

リリ」とよく鳴いていた（鈴木紀雄）。 

蓮田市黒浜 ◇9月8日、ダイサギ13羽、コ

サギ11羽、稲刈の終わった田んぼに群れて

バッタを追っていた。まだ真夏の暑さなの

にダイサギは、はや冬羽だ。 9月16日、ダ

イサギ 7羽、コサギ 6羽、アオサギ 7羽、 

カイツブリ。カワウ及びツバメ、カルガモ

多数（本多己秀）。 

越谷市梅林公園 ◇9月 9目午前10時30分頃、 

公園の上空高くアマツバメが 2羽飛んでい

た（小菅靖）。 

川越市新河岸川 ◇ 9月14日、ヒドリガモ1 

羽、飛来確認。カルガモ80羽、カイツブリ 

1羽、カワセミ 3羽、ョシゴイ1羽、ゴイ

サギ12羽、ダイサギ 2羽、コサギ 2羽、ア

オサギ 2羽、オオョシキリ 5羽、セッカ2 
羽、ハクセキレイ 2羽、セグロセキレイ 1 

羽（藤掛保司・宮子、中間一郎）。 

表紙の写真 

スズメ目アトリ科アトリ属アトリ 

撮影：島田沙織里（鴻巣市） 
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コゲラ（又部綱仁） 

「要予約」と記載してあるもの以外、予約

申し込みの必要はありません。初めての方

も、青い腕章した担当者に遠慮なく声をお

かけください。私たちもあなたを探してい

ますので、ご心配なく。 

参加費】就学前の子無料、会員と小中学生 

50 円、一般100 円。 持ち物：筆記用具、雨

具、昼食、ゴミ袋、持っていれば双眼鏡など

の観察用具も（なくても大丈夫）。 

解散時刻】特に記載のない場合正午から午後 

I時ごろ。悪天候の場合は中止、小雨決行です。 

できるだけ電車バスなどの公共交通機関を

使って、集合場所までお出かけください。 

さいたま市・さぎ山記念公園探鳥会 

期日】1月3日（木） 

集合】午前 9時30分、さぎ山記念公園入口。 

交通】大宮駅東口 7番バス乗り場から、大 

01、大 02、大 02-2系統で約 20 分。「さ

ぎ山記念公園」下車。正月ダイヤの間

い合わせは、国際興業さいたま東営業

所（TEL 048-812-1577）まで。万一適当

な時刻（ 9時前後発）のバスがない場合

は、その次のバスが到着するまでお待

ちします。あせらず、ゆっくりお出か

けください。駐車場はありますが、も

ちろん飲酒運転厳禁です。 

担当：海老原、楠見、福井、工藤、宇野津 

見どころ【探鳥会終了後に恒例の野外新年

懇親会が予定されています。酒類、食

べ物持参歓迎。今年もシロガシラアカ

ショウビンがさえずります。 

滑川町・武蔵丘陵森林公園探鳥会 

期日】1月5日（土） 

集合】午前 10 時 10 分、森林公園南口前。 

交通：東武東上線森林公園駅から、森林公

園南口行き 9:59 発バスで終点下車。 

費用】入園料 400 円（子供 80 円）) 

担当】藤掛、喜多、大坂、兼元、高橋（ふ）、 

高橋（優）、中村（豊）、林、藤津 

見どころ：カモたちやルリビタキなどを探 

しながら、山田大沼まで歩きます。今

年から、観察した外来種も番外として

記録に残すことになりましたので、ド

バトやガビチョウなども見逃さないよ

うに。 

ふなばし三番瀬海浜公園探鳥会 

期日】1月6日（日） 

集合】午前 9時 30 分、JR 総武線船橋駅改

札口付近。集合後、京成バス 9:40 発船

橋海公園行きに乗車、終点下車。 

担当：杉本、佐久間、菱沼（一）、斎藤、高

橋（優） 

見どころ】スズガモとミヤコドリは圧倒的

に日本一。ハマシギは日本で 3番目の

数が冬を越します。珍しいカモ類も期

待しましょう。海風は冷たいので防寒

の支度はしっかりと。 

久喜市‘久喜菖蒲公園探鳥会 

期日】1月 12 日（土） 

集合】午前 9時30分、久喜菖蒲公園駐車場。 

交通】JR 宇都宮線白岡駅西口から、8:37 

発朝日ノベス菖蒲仲橋行きで「除堀（よけ

ぼり）」下車。徒歩約 15 分。バス停から

ご案内します。 

担当】玉井、大坂、長嶋、内田、長野 

見どころ：沼を巡りながらカモたちやカイ

ツブリをゆっくり観察します。10 種以 
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上のカモの中から、 トモェガモを探し

ましよう。アシ原の中のオオジュリン

や木立の小鳥たちも楽しめます。 

松伏町・まつぷし緑の丘公園探鳥会 

期日】1月 12 日（土） 

集合】午前 10 時 15 分、松伏町まつぶし緑

の丘公園管理棟。 

交通】東武伊勢崎線せんげん台駅東口下車、 

茨城急行バス③番松伏町役場 9:47 発

で、「まつぶし緑の丘公園」下車。 

担当：橋口、田濃、吉岡（明）、榎本（建）、 

植平、野村（弘）、野村（修）、小林（善）、 

森下 

見どころ：公園の工事も 8年目で、一部オ 

ープンしました。少しずつ変貌を遂げ

ている公園を巡り、近くの古利根川に

も足を運びます。解散後みんなでお弁

当を食べませんか。ご持参ください。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日：1月 13 日（日） 

集合】午前 9時30分、秩父鉄道大麻生駅前

交通】秩父鉄道熊谷 9:11発、または寄居 

8:49 発に乗車。 

担当】後藤、森本、中里、大深、倉崎、島

田、高橋（ふ）、藤田（裕）、栗原、飛田、 

新井（巌）、千島、鵜飼 

見どころ：大麻生も冬鳥たちで賑わってい

ることでしょう。ベニマシコやジョウ

ビタキをはじめとして、マヒワなども

探して見たいなーと思っています。 

長瀞町・長瀞探鳥会 

期日 1月 13 日（日） 

集合】午前 9時 20 分、秩父鉄道長瀞駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷8:18→寄居8:48、また

はお花畑 8:44 に乗車。 

担当】井上、佐久問、小池（一‘順）、青山、 

喜多、堀口、大津 

見どころ：野山の鳥たちを中心に、水辺の

鳥も。上空も注意しないと、上から猛 

禽類が見下ろしているかも。川原を歩

きますので、防寒対策を十分に、靴は

履きなれたものでお出かけください。 

戸田市・彩湖探鳥会 

期日【 1月 13 日（日） 

集合】午前 9時 10 分、彩湖道満グリーンパ 

ーク中央駐車場。 

交通：埼京線武蔵浦和駅東口 2番バス乗り

場から、下笹目行き 8:37 発で「彩湖道

満グリーンパーク入口」下車。交差点

まで戻り左折して土手を越える。 

担当：倉林、藤掛、松村、有馬、赤坂、新

部、赤堀、馬場 

見どころ：カンムリカイツブリ、カモ類、 

カモメの仲間も楽しみですね。ツグミ

類は赤と白がそろうかな。 

春日部市・内牧公園探鳥会 

期日：1月 14 日（月亘祝） 

集合】午前 9時15分、アスレチック公園前

駐車場。 

交通】東武伊勢崎線春日部駅西口朝日バス

③番から、国民年金ェミーナス行き 

8:41発で「共栄大学・短大前」下車。西

へ徒歩3分。 

担当】石川、吉安、橋口、新井（良）、宮下、 

吉岡（明）、野村（弘）、野村（修） 

見どころ：シメ、ツグミ、アオジ、シロハラ、 

ジョウビタキ、カケス、アカハラ・・・・

冬鳥の揃い踏みを期待して雑木林を歩

きます。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき 1月 19日（土）午後 3時～4時ころ

会場】支部事務局 108 号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】1月 20 日（日） 

集合】午前 8時15分、京浜東北線北浦和駅

東口、集合後バスで現地へ。または午

前 9時、さいたま市立浦和博物館前。 
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あけましておめでとうございます 

支部長 藤掛 保司

会員の皆様、よいお年

をお迎えの事とお慶び

申し上げます。 

昨年は、シロハラクイ 

＝上一中盤二一“ ナが県内で 2年連続繁

殖しました。その田んぼの方との素晴らし

い交流で、田植えや稲刈りの体験、そして

美味しい「神子田米」を味わえるようにも

なりました。三宅島探鳥会も復活し、アカ

コツコ館のレンジャーとの交流も実現でき

ました。 

今年度も皆様とともに、探鳥会、自然観

察会、調査、保護活動、小中学校の総合的

な学習、公民館活動等々で、野鳥の素晴ら

しさを伝えていきたいと考えています。さ

らに、県外宿泊探鳥会や県外日帰り探鳥会

も計画しています。皆様方のフィールドで

の様子も機会ある度にお聞かせ下さい。 

これらたくさんの活動を通して、多くの

皆様とお会いする喜びや、健康で安全な生

活を共有し、 日本野鳥の会埼玉県支部を、 

益々発展させていきたいと考えておりま

す。今年もどうぞ宜しくお願い致します。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、福井、倉林、渡辺、若林、小

菅、赤堀、新部、青木、増田、宇野津、 

須崎 

見どころ：新年の見沼田んぼは風が冷たい。 

遠く秩父の山々や富士山がよく見える。 

畑に植えられた木々のつぼみが春を待

っている。今年も三室に鳥見にどうぞ。 

北川辺町・渡良瀬遊水地探鳥会 

期日：1月 20 日（日） 

集合】午前 8時 10分、東武日光線柳生駅前

または午前 8時 30 分、中央ェントラン

ス駐車場 

交通：東武日光線新越谷7:20→春日部 7:35 

→栗橋 7:55→柳生 8 :05 着。または JR 

宇都宮線大宮 7:07→栗橋 7:40 着で、 

東武日光線乗り換え。 

解散：正午ころ、谷中村史跡駐車場。 

担当】内田、橋口、田選、四分一、中里、 

小林（正）、玉井、植平 

見どころ】今年は干上げの影響がないうち

にと、1月にしました。 トモェガモ、 

ホオジロガモ、ミコアイサなどを探し

ながらのんびりと歩きます。浮島の上

を飛ぶチュウヒやミサゴにも注目。防

寒対策は足下から。温かい飲み物持参

でご参加ください。 

蓮田市・黒浜沼探鳥会 

期日：1月 26 日（土） 

集合】午前 8時 40 分、JR 宇都宮線蓮田駅

東口バス停前。 

担当】田中、長野、菱沼（一）、吉安、長嶋、 

榎本（建）、青木 

見どころ：豊かな自然が残る黒浜沼は埼玉

県の自然環境地域に指定され、田んぼ、 

アシ原、沼、草原、屋敷林など、変化

に富んだ環境です。昨年 1月の出現鳥

は 45 種でした。 

千葉県・銚子港周辺探鳥会（要予約） 

期日】1月 26（土）- 27 日（日） 

定員に達したので締め切りました。 

狭山市・入間川定例探鳥会 

期日】1月 27 日（日） 

集合：午前 9時、西武新宿線狭山市駅西口。 

交通】西武新宿線本川越 8:43 発、または所

沢 8:36発に乗車 

担当】長谷部、藤掛、高草木、中村（祐）、 

山本（真）、久保田、山本（義）、石光、 

山田（義） 

見どころ：私たちの身の回りには、たくさ

んの生き物が暮らしています。少し意

識してみると、鳥、草花、昆虫・・・・寒

い冬でもいろいろな出会いがあります。 

宮城県‘伊豆沼探鳥会（要予約） 

期日：2月 9 日（土）-p10 日（日） 

定員に達したので締め切りました。 
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行事報告〕 

6月H日（日） さいたま市 三室地区 

参加】48名 天気】U青 	ノ 

カワウ アオサギ カルガモ コジュケイ バン

コチドリ キジバト カッコウ カワセミ コゲ

ラ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ ヒョドリ

オオョシキリ セッカ シジュウカラ ホオジロ

カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス

ハシブトガラス（23種） 梅雨の合間は暑さに慣

れないためか体にこたえる。しかし、カッコウが

飛び、カッコウと鳴けば、元気になる。少なくな

った田んぼの原風景を楽しみ、オオョシキリ、セ

ッカ、コチドリのしきりに鳴く声を聴くと心が晴

れた。代用水の桜並木の下でゆっくり休憩する。 

風が吹き抜けると「やはり探鳥会に来て良かっ 

た」と全員の笑顔が広がった。 	（楠見邦博） 

/7月1日（日） 群馬県板倉町 渡良瀬遊水地、 

参加】51名 天気：曇時々晴 

カイツブリりカワウ ョシゴイ ゴイサギ ササ

ゴイ ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ

トビ オオタカ コジュケイ キジ バン コア

ジサシ キジバト カッコウ アマツバメ カワ

セミ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ セグロセ

キレイ ヒョドリ モズ ウグイス コョシキリ

オオョシキリ セッカ ホオジロ カワラヒワ

スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（36種） 思い出橋集合地点ではオ

オョシキリやホオジロが声を張り上げ聴っている。 

谷中湖は水不足に備え満面の水を蓄えている。そ

の上を数羽のコアジサシがゆったりと飛んでいた。 

展望塔付近ではョシゴイがアシの上に止まり擬態

のポーズ。今年この辺ではコョシキリが少ない。 

歩くうちカッコウ、セッカ、ササゴイも観察。ウ

ォッチングタワーに上れば、目にやさしい緑の遊

水地の展望。鳥を見る目が休まる。復路は少し遠

回り。北ェントランスから入る横断道路まで出て

オオョシキリ、コョシキリをノンビリ、ジックリ

と観察。この時期、アシ原浴で体調を整える。 

（内田孝男） 

7月8日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】22名 天気】曇 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ キジ キジバト カワセ

ミ コゲラ ツバメ イワツバメ セグロセキレ

イ ヒョドリ モズ ウグイス オオョシキリ

セッカ シジュウカラ メジロ ホオジロ カワ

ラヒワ イカル スズメ ムクドリ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（28種） 梅雨時にしては

しのぎやすい天気に恵まれ、押切河原へと出発。 

ゴルフ場あたりではモズの幼鳥、最終地点の河原

では、かわいらしいカイツブリの幼鳥4羽が観察

できた。大麻生はまさに繁殖期の真っ最中。 

（後藤康夫） 

7月8日（日） 滑川町 武蔵丘陵森林公園 

参加：39名 天気】曇

カイツブリ カワウ カルガモ オオタカ コジ

ュケイ キジバト ホトトギス コゲラ ツバメ

ヒョドリ ウグイス キビタキ ェナガ ヤマガ

ラ シジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒ

ワ イカル スズメ ハシブトガラス（21種） 

曇空で余り暑くない。西田沼でカイツブリと巣。 

オオムラサキを見て梅林へ行く途中で、オオタカ

がキーキーと鳴きながら飛び回っている。イカル

を見てから梅林へ。ヤマユリはまだ咲いていなか

った。キビタキが薮の中で盛んに鳴いていた。 

（佐久間博文） 

7月15日（日） さいたま市 三室地区 

台風のため中止。 

7月21日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランティア】12名 	 ノ 

新井澄男、池田泰右、江浪功、海老原教子、海老

原美夫、大坂幸男、尾崎甲四郎、佐久間博文、志

村佐治、藤」州呆司、増尾隆、松村禎夫 

7月22日（日） 狭山市 入間川 
	、 

参加】26名 天気】曇 	ノ 

カイツブリ ゴイサギ ササゴイ ダイサギ コ

サギ アオサギ カルガモ ホシハジロ トビ

イカルチドリ キジバト カワセミ ヒバリ ツ

バメ イワツバメ ハクセキレイ セグロセキレ 

セ
 
キ
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イ ヒョドリ オオョシキリ セッカ シジュウ

カラ メジロ ホオジロ カワラヒワ スズメ

ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（29種） 梅雨が明けずにはっきりしない空

模様が続く。かなり蒸し暑いが、強い日差しに焼

力寸しるよりいいカ、 めずらしくサギの仲間が 5種。 

親子の見分けがほとんどつかなくなっているカル

ガモー家の一列縦隊がほほえましい。また、なが 

～いヘビの抜け殻や、その主と思われるアオダイ

ショウなどを見た。あまり暑くなけれぼ、夏の入

間川も結構楽しめる。 

8月5日（日） 北本市 石戸宿 
	、 

参加】37名 天気】晴 	ノ 

カワウ アオサギ カルガモ コジュケイ キジ

キジバト カワセミ コゲラ ツバメ ヒョドリ

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

ワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス

ハシブトガラス（19種） 暑い、暑い。夏真っ盛

り、猛暑の中の探鳥会。烏も参加者も夏枯れ？

何の、何の！ いつもより少な目だが、元気いっ

ばい、汗びっしょりで真夏の自然を楽しんだ。こ

こはトンボが数・種類ともに、とても多いのだ。 

飛翻するヤンマを双眼鏡で追い掛けるのって、結

構面白い。ニホンミツバチやモンスズメバチの巣

を覗いたり、クズの花そっくりに擬態したウラギ

ンシジミの幼虫を見つけたり、少年時代の夏休み

気分！ えっ、鳥？ 彼らも暑そうだった。ハシ

ブトガラスもホオジロも、口をあけて瑞いでいた。 

（浅見 徹） 

 

8月12日（日） 熊谷市 大麻生 
	、 

 

 

 

参加】26名 天気：晴 

 

 

	ノ 

 

  

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ トビ

オオタカ キジ クサシギ キジバト ツバメ

ハクセキレイ ヒョドリ ウグイス セッカ ホ

オジロ カワラヒワ スズメ ムクドリ オナガ

ハシボソガラス ハシブトガラス（21種） 突然

のオオタカのお出ましで探鳥会が始まった。ゴル

フ場のユーカリの木に止まってじつとしている。 

皆でしっかりと見ることができた。土手に出ると

キジが姿を現し、派手な衣装で皆を楽しませてく

れた。相変わらず人気が高い。上空高くカワウが

編隊を組んで飛んで行くのが何度も見られた。河

原に出るとサギ類がゆったりと採餌していた。渡 

り途中のクサシギは栄養補給に忙しそうだった。 

それにしても暑い暑い。皆の体調のことを配慮し

て早めに切り上げた。この4目後、熊谷で40. 9で

となった。探鳥会当日でなくてよかったよかった。 

（中里裕―) 

8月18日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランティア】10名 

新井浩、榎本秀和、海老原教子、大坂幸男、尾崎

甲四郎、佐久間博文、志村佐治、千野安以、藤掛

保司、松村禎夫 

 

8月19日（日） さいたま市 三室地区 

 

 

参加】38名 天気：晴 

 

 

	ノ 

  

カワウ ダイサギ コサギ カルガモ コチドリ

イソシギ キジバト カワセミ ヒバリ ツバメ

ハクセキレイ ヒョドリ モズ オオョシキリ

セッカ シジュウカラ ホオジロ カワラヒワ

スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス

シブトガラス（23種） 熱中症で倒れる人が続出

する暑い夏。しかし、三室の仲間は元気だった。 

代用水沿いの桜並木を歩きながら、夏の思い出や

鳥談義に話が弾んだ。しばらく芝川に出て、カワ

セミの飛潮を見る。セッカの声を聞くと汗が噴き

出した。夏の思い出が出来た探鳥会である。 

（楠見邦博） 

'8月19日（日） 千葉県ふなばし三番瀬海浜公園 

参加】38名 天気】日青 
	ノ 

ハジロカイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ

スズガモ ミヤコドリ シロチドリ メダイチド

リ ダイゼン キョウジョシギ トウネン ヒバ

リシギ ハマシギ コオバシギ オバシギ ミユ

ビシギ アオアシシギ キアシシギ ソリハシシ

ギ オオソリハシシギ チュウシャクシギ セグ

ロカモメi ウミネコ ハジロクロハラアジサシ

ハシブトアジサシ アジサシ コアジサシ キジ

バト ヒバリ ツバメ イワツバメ ハクセキレ

イ セッカ スズメ ムクドリ ハシブトガラス 

(36種） 思ったより暑くない中、珍鳥が出てい

るのを横目に、先ずは西方に行き、シギ、アジサ

シを見る。ミユビシギ、オバシギ、夏羽のコオバ

シギ、ハジロクロハラアジサシ等を見て東方に。 

話題のハシブトアジサシ冬羽を見る。やはり大き

し、遠くにミヤコドリを見て終了。（佐久間博文） 

	ノ 

-11- 



しらこばと 昭和 63 年8月2日第a種郵便物認可 平成 20 年1月1日発行 

●冬鳥調査はがき同封します 

前月号5ページでご協力をお願いした冬

鳥調査のはがきを、今月号に同封します。出

来るだけ多くの情報をお待ちしています0 

●行事報告の訂正 

本誌8月号10ページ、2007年1月27'28 

日、茨城県平潟温泉探鳥会の観察種リスト中、 

鳥合せではハシビロアビが入っていたのに

それがなくなり、鳥合せで出なかったマダラ

ウミスズメが入っているとのご指摘に対し、 

ごく短時間の観察でハシジロアビと判断し

た鳥を、後日写真で詳しく検討した結果マダ

ラウミスズメと同定を訂正、そのように掲載

したと、担当者の説明です。また、同リスト

にホシハジロが重複して掲載されています

がこれは誤記、一方を削除し、ホオジロガモ

を追加します。説明不足と誤記が重なりまし

た。申し訳ありません。 

●観察種リストに「番外」を追加 

県内でも外来種の観察例が増加している

ようです。探鳥会で外来種を記録しておくこ

とは、後年重要な資料となり得ます。そこで

今後当支部の探鳥会では、県内野鳥リストに

掲載されていない外来種などを「番外」とし

て記録し、本誌行事報告欄にも掲載すること

にしました。 

●幹事の辞任 

島田恵司幹事（鴻巣市）から、仕事が忙しく

幹事を続けるのが難しくなったと辞任の申

し出があり、11月 18 日（日）の支部役員会で、 

止むを得ないものと受理しました。長い間あ

りがとうございました。なお、リーダーとし

ての活動は継続できるとのことです。 

●再生コート紙からコート紙に 

本誌は表紙をカラー化した 2005 年1月号  

以来再生コート紙を使用していましたが、紙

業界の流通事情から、再生コート紙の在庫が

なくなると「陽」会社から連絡があり、前月号

から再生紙ではないコート紙を使用してい

ます。 

●事務局の予定 

1月 5 日（土）編集部・普及部・研究部会議。 

1月12 日（土）2月号校正（午後4時から）。 

1月19 日（土）袋づめの会（午後 3時から）。 

1月20日（日）役員会（午後4時から）。 

●会員数は 

12月1日現在2, 250 人です。 

活動報告 

11月 10 日（土）11月号校正（海老原美夫

大坂幸男・喜多峻次・志村佐治・藤掛保司・

山田義郎）。 

11月18 日（日）役員会（司会】山口芳邦、各

部の報告・全国ブロック連絡会への出席

者・1~4月の行事予定・その他）。 

11月 22 日（木） 「支部報だけの会員」に向け

て12月号を発送（倉林宗太郎）。 

11月 28 日（水）さいたま市みどり推進課主

催「見沼たんぼ・さいたま市＆市民ネット

ワーク設立総会」と「第1回運営会議」（浦

和駅東口コミュニティセンター）に出席 

（藤掛保司）。 

編集後記 

今月号、表紙の写真の撮影者を見て驚きまし

た。私の知っている沙織里さんは、お母さんと

探鳥会を盛り上げてくれていた小学生でした。 

デジスコを操るようにまでなっていたんですね。 

お父さんは仕事の都合で幹事を辞任されました

が、お嬢さんがますます会を盛り上げてくれそ

うで、頼もしく思います（山部）。 
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